
 

 

 

新しい全学ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）のお知らせ 

 

    教学マネジメント指針（令和 2年 1月 22日中央教育審議会大学分科会）に基づく

教育の内部質保証のため、全学 DPを起点とした PDCAサイクルを回すことを念頭に、

令和 5年 3月に新しい全学ディプロマ・ポリシー（DP）を取りまとめました。 

    令和 6 年 4 月より、新しい全学 DP を施行しますので、皆様にお知らせします。 

 

 

  

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）全学部 
 
 

兵庫県立大学では、幅広い教養と専門知識を体得するととともに、社会課題
の解決を志向する豊かな人間性とグローバル・リテラシーを備えた、国際社会
や地域社会で活躍できる創造力と自律性を有する人材を育成します。 
その人材に必要な以下の能力や資質を身に付け、卒業要件を満たす学生に、

学士の学位を授与します。 
 
〇知識 
・学士としての専門知識を有している 
・学際的思考の基礎となる幅広い知識を有している 

 
〇人間性 
・人間と社会について深く考察し、社会的包摂の理念の下、公共の精神と倫理
観をもって行動できる 

・自己実現に向けて自主性・自律性をもって活動できる 
 
〇国際性・地域性 
・グローバル社会に対応できる語学力と異文化理解に資するコミュニケーショ
ン力を有している 

・地域の諸課題を世界との連関性の中で認識・理解できる 
 
〇創造的な課題解決力 
・社会の諸課題の解決を志向し、創造的思考を用いて取り組むことができる 
・データサイエンスのリテラシーを有し、それを適切かつ効果的に活用できる 



新旧対照表 

 現行(～R6.3.31) 見直し後（R6.4.1～） 

学 

部 

知識・技能 

１人間に対する深い洞察と幅広い教養を有し、

学士として専門知識を有している 

２阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、地域社会や

国際社会の諸課題を認識・理解している 

３語学力を活用したコミュニケーション・プレ

ゼンテーション能力を有している 

４統計処理や ICT を用いて情報収集・分析し、

適切かつ効果的に活用ができる 

 

思考力・判断力・表現力 

５必要な情報を収集・分析・活用し、論理的思

考、批判的思考、創造的思考を用いて問題を解

決することができる能力を有している 

 

主体性・多様性・協調性 

６自己のキャリア形成を主体的・持続的に実現

する姿勢を持つとともに、倫理観、コンプライ

アンス意識を有し、自らを律して行動できる 

 

７自己の考えを明確に表現し、相手の立場も理

解できる高度なコミュニケーション力を有

し、リーダーシップを発揮したり他者と協調・

協働したりして行動できる 

 

創造的思考力・課題解決力 

８公共の精神と創造的思考力を有し、社会の諸

課題に関心を持ち、グローカルな視点に立っ

て課題解決に主体的に取り組むことができる 

兵庫県立大学では、幅広い教養と専門知識を体得すると

とともに、社会課題の解決を志向する豊かな人間性とグロ

ーバル・リテラシーを備えた、国際社会や地域社会で活躍

できる創造力と自律性を有する人材を育成します。 

その人材に必要な以下の能力や資質を身に付け、卒業要

件を満たす学生に、学士の学位を授与します。 

 

〇知識 

・学士としての専門知識を有している 

・学際的思考の基礎となる幅広い知識を有している 

 

〇人間性 

・人間と社会について深く考察し、社会的包摂の理念の

下、公共の精神と倫理観をもって行動できる 

・自己実現に向けて自主性・自律性をもって活動できる 

 

〇国際性・地域性 

・グローバル社会に対応できる語学力と異文化理解に資

するコミュニケーション力を有している 

・地域の諸課題を世界との連関性の中で認識・理解できる 

 

〇創造的な課題解決力 

・社会の諸課題の解決を志向し、創造的思考を用いて取り

組むことができる 

・データサイエンスのリテラシーを有し、それを適切かつ

効果的に活用できる 

大

学

院 

学部のディプロマポリシーに加え、以下の能力

を有する 

博士前期課程（修士課程） 

必要な研究指導を受けて、各専攻分野における

問題解決および研究活動を行うのに十分な、専

門知識と技能を有する。 

博士後期課程（博士課程） 

専攻分野において、研究者として自立して研究

活動を行う能力を持つ。 

専門職大学院課程 

高度の専門性が求められる職業を担うため、深

い学識と卓越した能力、責任感を持つ。 

学部のディプロマポリシーに加え、以下の能力を有する 

博士前期課程（修士課程） 

必要な研究指導を受けて、各専攻分野における問題解決お

よび研究活動を行うのに十分な、専門知識と技能を有す

る。 

博士後期課程（博士課程） 

専攻分野において、研究者として自立して研究活動を行う

能力を持つ。 

専門職大学院課程 

高度の専門性が求められる職業を担うため、深い学識と卓

越した能力、責任感を持つ。 

 

https://www.u-hyogo.ac.jp/campuslife/diploma_policy/undergraduate/index.html
https://www.u-hyogo.ac.jp/campuslife/diploma_policy/undergraduate/index.html

